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No.101
福岡県香春町議会

９月定例会９月定例会
主な内容



香春町の
課題は

▶聞きおくだけの町政ではないのか？10～20年後のことは何も考えていない（70代）
▶企業誘致を行い仕事場が増えれば、若い人が町外に出ないですむので、人口が増え
　ると思う（60代）
▶定住者を増やすためにも、若い人に魅力ある町づくりをしてほしい（50代）
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地域産業の振興テーマ

地域防災テーマ

その他たくさんの貴重なご意見をいただきありがとうございました。
2
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７月28日（日）に実施
▶３８名の方に参加いただき、４つのテーマに分かれて
　意見交換を行いました。テーマは前回から「地域公共
　交通」を「地域防災」に変更し、約８０分間の意見交
　換を行うことができました。
▶今回の意見は、議会活性化委員会及び全員協議会で、
　町への要望内容を協議し、９月２０日に要望書を提出
　しています。要望内容は次号で掲載します。

下香春地区の避難先として
ホテルＡＺを避難所にでき
ないか。

防災無線が聞こえにくい状況な
どがあるが、防災無線の更新状
況は。高齢者支援で戸別受信機
を配布しては。

特産品開発で干し柿に力を
入れているが、ジャムなど
年間を通して食べられるも
のを考えては。

特産品は干し柿と言われたが、
若い人は食べないので、成分効果
があればサプリメントにするなど
にしては。
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香春町に
期待する
ことは

▶老若男女が、香春が住みやすい好きだといわれるところにしたい（60代）
▶特産物のアピール、子どもたちの遊ぶ場所、大型スーパーなど期待して
　います（50代）
▶地域コミュニティや地域活動団体へのより継続したサポート（30代）

アンケート結果

子育て支援と教育テーマ

高齢者支援テーマ

3
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他市町村と比べて香春町で
子育てするメリットはなにか。

子どもたちが遊ぶ場所が
ない。
もう少し公園を増やして
ほしい。

前回の草刈に対する回答は、
検討となっている。みんな
で行う清掃のときに行うな
ど方法はあるのでは。

今は運転できるが、高齢者の
事故もあっているので、交通
手段の確保は重要。

第12回 議員と語ろう会議員と語ろう会
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鶴我繁和 町長 
広報委員歴：H27.３月～H29.3（２年間）
編集担当号：63号～70号

小松新一 議長 
広報委員歴：H23.３月～H25.3（２年間）
編集担当号：47号～54号

1726万円
平成筑豊鉄道の維持に

平成筑豊鉄道の経営安定化のため、基
金積立負担金を支出。
赤字経営の対策は？
沿線９自治体が、県に地域公共交通
計画の作成を要請することができる
法定協議会の設置要請をし、県を含
めて、今後の地域公共交通の在り方
を議論していく予定。

（暮らしを守る・人を育む・社会をつくる）に区分して表示しています。

議決結果など
議会情報はこちらから

令和６年９月議会は、９月６日（金）から20日（金）までの
15日間で開かれました。町から提出された計30件の議案は、
一般会計決算をはじめ、条例改正、補正予算及び人事などで、
慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
また、委員会から提出された３件の議案と１件の請願を審議し、
可決しました。

おもな審議結果を UPPIC K

歳入決算は、79億8039万円（対前年比２億8968万円増）となり、主な要因は建設事業に
伴う町債の増によるものです。
歳出決算は、75億3392万円（対前年比３億1115万円増）となり、主な要因は子育ての
拠点整備事業及び防災行政無線再整備事業の増によるものです。
また、普通会計の実質収支は、４億1718万円（対前年比87万円増）となり、前年度に引き
続いて黒字決算となりました。
10件の決算を、第５次香春町総合計画の３つの基本目標「暮らしを守る」「人を育む」
「社会をつくる」に区分し紹介します。

実質収支：歳入決算総額から歳出決算総額を単純に差引いた額（形式収支）から、翌年度
　　　　　へ繰り越すべき財源を差し引いた額。黒字・赤字団体の区分の指標。

用語
解説

９月定例

令和５年度一般会計決算の概要

ごみ処理施設令和７年
４月１日予定

補修が完了した横尾橋

橋梁長寿命化修繕計画に基づき、北鈴
麦橋及び横尾橋の補修工事を実施。

Q今後の補修工事の予定は。
A令和６年度に１箇所、令和７年度に
　１箇所を行う予定。

6131万円
橋梁の長寿命化に
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予算・決算は、第５次香春町総合計画の３つの基本目標

いよいよ稼働 広域
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令和５年6月30日から7月10日にかけ
ての集中豪雨による災害の復旧工事を
実施。

農道２箇所、水路５箇所、井堰２箇所、
林地１箇所を実施。

道路5箇所、河川３箇所を実施。

令和５年度の調査は、中津原区、宮尾
３区の0.4k㎡を実施。令和５年度末で
進捗率は82.89％。

725万円

集中豪雨による災害復旧

825万円
農道等の災害復旧事業に

道路等の災害復旧事業に

3743万円

国土調査事業に

4657万円

大任町し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業負担金

田川地区広域新ごみ処理施設及び埋立
処分場の建設に伴う負担金。

関連議案の報告
令和７年４月１日から、田川地区８市町村の共同でごみ処理ができるよう組合規約の
変更等に関する以下の議案３件を本定例会で可決しました。
≫議案第38号の概要
　香春町を含む４町村で構成する田川郡東部環境衛生施設組合（以下、東部組合）に、
　川崎町、田川市、糸田町及び福智町が加わり、広域ごみ処理に関する事務を行っていた
　が、令和７年４月１日から８市町村で構成する田川地区広域環境衛生施設組合がごみ
　処理施設の管理運営を行うことに伴い、東部組合は旧４町村の構成に戻る規約の変更。
≫議案39号の概要
　上述のとおり４市町の脱退により東部組合の構成が変更となるため、積み立てられ
　た基金の財産処分を行うもの。
≫議案第40号の概要
　田川地区広域環境衛生施設組合でごみ処理の管理運営に関する事務等を行えるよう、
　規約の変更を行うもの。

広域新ごみ処理施設
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3915万円
新型コロナウイルス予防接種に

集団接種等に必要な経費を支出。接種
者数は延べで5645人。

444万円
バランスの取れた食事を

調理が困難な高齢者に対し、普通食や
カロリー食の配食サービスを実施。令
和５年度は71名が利用。

Q対象者は。所得制限は。
A65歳以上の高齢者のみの世帯で、
　調理や介助の状況を調査して決定し
　ている。所得制限はない。

オープンしたKAWALABO 勾金みらい会議

2516万円
学校跡地利活用

学校跡地利活用計画により、令和５年
度は旧香春小学校２階を整備し、指定
管理者を決定。残る旧香春中学校と旧
勾金小学校の活用を引き続き検討。

155万円
コミュニティ協議会形成

地域課題解決のため、
地域自ら主体となっ
て活動する地域コミ
ュニティ協議会設立
のための準備会が行
う活動を補助。旧勾
金小学校区で準備会
が立ち上がり、コミ
ュニティ協議会の設
立に向け活動中。

詳しくは、保険健康課▶
（☎32-840１）

令和６年度からは、どうなった？
新型コロナワクチン接種はインフル
エンザワクチンと同様に、重症化予
防を目的とし、予防接種法に基づい
た定期予防接種として実施。

成果報告書の指標を指摘
３年ごとに見直しされる実施計画の成果を示した成果報告書は、事業の進捗管理、改善、
効率化を図るうえで、重要な指標となる報告書です。
令和５年度の一般会計決算の認定を審議するなかで、成果報告書における成果指標の目標
値の設定が低い事業があるなど見受けられたため、成果指標は期待される効果や実現した
い状態を示す指標に設定するよう内容の改善を求めました。
引き続き、議会は、町が適正な事業運営をしているかチェックしてまいります。

詳しくは、保険健康課▶
（☎32-840１）

学校跡地の活用は？
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60代女性さん
一本松区

若い方々が農業に関心を持てないのは収入が少なく安定性が無い
また基盤整備などができていない農地ばかりで条件が悪く、農機具などの購入
にお金がかかりすぎ助成金など受ける事が出来ない
国・県・町など若者が農業に関心を持てる様に取り組んでほしい

60代女性さん
一本松区

南野　博さん
鏡山区

50代男性さん

延永さん
浦松区

40代男性さん

60代女性さん
上岩原区

南野　博さん
鏡山区

最近、散歩していて子どもたちの姿を見なくなりました。地域の活動も参加者
が減り、ゴミなどの環境も悪化して、隣組の関係も希薄化しているように思い
ます。町の職員の方々にも、地域にもっと目を向けて欲しいと願っています。

前村区

昔は小さかった木が私有地に覆いかぶさるように大きくなり、毎朝掃除をして
いますが、年々出来なくなってきました。町の土地のようですが、どうにかな
りませんか。大変困っています。是非ともお願いします。

50代男性さん
前村区

延永さん
浦松区

高齢者、障がい者や子どもなど地域に住む様々な人が集い、共に楽しむ活動に
参加できる取組を願う。

車椅子を使用し一人でトイレができるように、本庁舎内のトイレを整備してほ
しい。

40代男性さん
南紫竹原区南紫竹原区

60代女性さん
上岩原区

地域の公民館でエアコンが設置されていない場所があるが、エアコン購入費の
助成事業はないですか。自助・共助・公助を推進する中で公民館は拠点になる
ように感じます。

のう　の　　ひろしのう　の　　ひろし

のぶながのぶなが

わたしの想い
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【全員賛成で適任と認める】

令和６年12月31日で任期満了となる
阪本春美氏の後任に、国（法務局）へ推薦

任期は３年間

人権擁護委員を推薦
もとはら　　のぶみち

本原　信道 氏（採銅所５区）新

９月議会

９月補正予算

290万円
荒廃森林の整備に

間伐を採銅所地区で実施し、調査業務
を香春、鏡山、高野で実施。
Q間伐を行う採銅所地区の具体的な場
　所は。
A大内原、黒中、宮原の一部で実施予定。

200万円
新規創業の支援に

新たな保育所の整備に向けて
契約金額　8003万6千円
庁舎外壁・屋上防水改修工事に

本庁舎は昭和48年に建築され、平成
10年に一部増築と外壁工事、平成22
年に耐震工事を実施。今後も使用でき
るように雨漏り等の対策のため改修工
事を実施。

契約金額　1609万3千円
教職員のパソコンを更新

香春思永館の教職員が使用する校務用
パソコンの更新を行うため、ノート型
パソコンを83台購入。

詳しくは、産業振興課▶
（☎32-8406）

議案第４６号　財産の無償譲渡について
旧香春小学校１階の一部を利用し、勾金
保育所と香春保育所の統合後の保育所を
整備するにあたり、建物の所有権移転が
必要となったため、財産の無償譲渡を行
うもの。
　譲渡の相手方
　　社会福祉法人　勾金福祉会
　　理事長　村上　惇

令和６年度は３件の新規創業者を見込
んでいたが、増加が見込まれる２件分
の予算を追加。
　創業等支援事業とは、商工会が支
　援し、創業等に要する経費の２分
　の１を補助するもので、上限額は
　100万円。

健全な森を次世代へ
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課　題

香春町の
現状は

他市町村の
取組事例は

②ごみの集積所問題
・ごみの管理責任であいまいな
　部分がある。
・高齢者等が集積所まで持って
　いけない現状を聞く。
・行政区加入を望まない町民に対して
　は、転入時に対応の事例を紹介。
・ごみ収納保管設備を更新等す
　る場合に補助金を交付。

①行政区への未加入問題
・加入チラシは渡すだけになっ
　ていないか。
・行政と地域で加入促進の連携
　がとれていない。
・定住促進の支援金で、隣組へ
　の加入を交付要件としている。
・転入時に加入チラシと区長名
　簿を配布している。

③防犯街灯の電気代の地元負担
・コミュニティの衰退などで、
　１世帯の電気代負担増。
・電気代を自治会だけで負担す
　ることに疑問が生じている。
・行政が電気代を全額補助して
　いる。
・行政が電気代を1/2補助して
　いる。

まちづくりに関する要望決議を可決
総務文教常任委員会で継続調査とした３つの課題を協議し、９月定例会で要望決議として
可決しましたので、その内容をご紹介します。

決議内容

満場一致で可決　賛成11人　反対０人

委員長報告の後、採決

１ 行政区への加入促進と脱退抑制
　①転入や転居の手続きの際に配布している行政区への加入案内チラシに防犯灯やゴミ集積所の維持管理
　　の重要性を記載する。
　②地区への新規居住者（転入・転居）と区長（組長）の顔つなぎを町も関わり、地域の決まりごとを啓
　　発する機会をつくる。
　③町広報紙やホームページで、定期的に「行政区の役割や必要性」などを周知する。
 
２ ごみ集積所の維持管理
　①各集積所の管理区分（管理者や利用者など）を明確にする。
　②行政区等への未加入者用に拠点ステーションを町が設置（前向きな検討）
　③不法投棄（管理外からの違反ごみ含む）のごみは行政で処分する。
　④集積所のごみ箱など、備品購入に対し１／２補助（上限あり）するか、行政が購入し地域に貸与する
　　制度の創設。
　⑤高齢者など、粗大ごみ搬出困難者の相談体制の構築。
　⑥モデル地区の推進（トラブルのない地域の事例紹介など）
 
３ 防犯灯の電気代負担の軽減
　①行政区加入者の負担増と未加入者との不公平感が要因で、行政区からの脱退につながっているため、
　　地元負担の電気代に対し１/２補助の創設。
　②各防犯灯の管理区域の把握（一部地域で組が消滅し不明となっている）

議案上程
発委第３号「暮らしを守る・人を育む・社会をつくる」まちづくりに関する要望決議

委員会での協議
委員による情報収集の内容と近隣市町村への調査結果を基に協議。

提案理由
近年、高齢化や生活様式の多様化などに伴い、地域コミュニティの希薄化が進んでいる。地域コミュニ
ティのあり方とも密接である「行政区への加入者の減少」「ごみ集積所の維持管理」「防犯灯の電気代負
担」といった地域課題の解決に向けた取り組みを要望する。



問問

問 問 問

10
2024年10月

かわら町議会だより　No.101

問 問

問 問

問問

孤
独
・
孤
立
対
策
法
に
基
づ
く
取
組
は

保
険
健
康
課
長

　
法
律
が
ど
う
展
開
す
る
か
注
視
し
た
い

ふじ　い　　　きよたか

藤井　清孝　議員

いつまでも元気に

議
員
と
語
ろ
う
会

決
算
・
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
動

か
わ
ら
く
バ
ス

　
　
２
０
２
５
年
に
は
、
全
て
の

　
　
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
こ
と
で
超
高
齢
化
を
迎
え
る
。

当
町
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
４

２
８
７
人
。
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
42
・
45
％
で
、
県
内
５
番
目
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
費
で
被
保

　
　
険
者
一
人
当
た
り
の
費
用
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
令
和
４
年
度
の
集
計
で
、
町
全

体
で
約
24
億
円
、
被
保
険
者
一
人

当
た
り
で
約
１
１
０
万
円
。

　
　
介
護
費
用
で
要
介
護
認
定
者

　
　
一
人
当
た
り
の
費
用
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
一
人
当
た
り
約
１
５
５
万
円
。

　
　
２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
て
、

　
　
国
が
打
ち
出
し
た
３
つ
の
対

策
の
な
か
の
１
つ
で
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
状
況
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
地
域
の
方
々
、
介
護
事
業
所
、

医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
丁
寧

に
対
応
し
た
い
。

　
　
今
年
の
介
護
保
険
料
か
ら
当

　
　
町
は
Ｂ
グ
ル
ー
プ
か
ら
Ａ
グ

ル
ー
プ
に
格
上
に
な
っ
た
理
由
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
当
町
は
、
高
齢
化
率
が
高
く
、
要

介
護
認
定
者
も
多
い
状
況
が
原
因
。

　
　
高
齢
者
の
認
知
症
の
増
加
が

　
　
見
込
ま
れ
る
が
、
認
知
サ
ポ

ー
タ
ー
の
人
数
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
令
和
５
年
度
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
教
室
を
２
回
開
催
し
19

名
が
参
加
。

　
　
今
年
１
月
〜
３
月
ま
で
に
自

　
　
宅
で
死
亡
し
た
一
人
暮
ら
し

の
人
が
全
国
で
約
２
万
人
確
認
さ

れ
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
約
１
万
７
千
人
と
８
割
近
く

占
め
た
と
警
察
庁
か
ら
報
告
さ
れ

た
。
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
に

基
づ
き
、
国
は
施
策
の
推
進
を
図

っ
て
い
る
が
、
当
町
で
一
人
暮
ら

し
で
亡
く
な
っ
た
方
の
人
数
と
取

り
組
み
状
況
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
統
計
は
と
れ
て
い
な
い
。
こ
の

法
律
が
今
後
ど
う
展
開
さ
れ
て
い

く
か
注
視
し
た
い
。

　
　
当
町
も
今
後
、
近
親
者
の
い

　
　
な
い
単
身
高
齢
者
の
急
増
が

想
定
さ
れ
る
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
違
っ
て
も
、
尊
厳
の
あ
る
人

生
を
送
れ
る
よ
う
社
会
の
側
で
環

境
整
備
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
公
民
館
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

集
ま
れ
る
環
境
を
検
討
し
、
一
人

世
帯
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
考
え
る
。

　
　
当
町
の
高
齢
者
が
、
住
み
慣

　
　
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
が
必
要
だ

が
、
健
康
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
多
く
の
人
に
住
民
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
基
に

保
健
指
導
を
行
い
な
が
ら
介
護
予

防
事
業
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
行

っ
て
い
る
。

　
　
健
康
づ
く
り
も
自
助
・
共
助

　
　
・
公
助
の
認
識
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
で
も
、

大
切
だ
と
考
え
る
。

　
　
当
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
高
齢

　
　
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
で
暮
ら
せ
る
政
策
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
県
や
他
市
町
村
で
の
取
り
組
み

を
精
査
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
安
心
し
て
過
ご
せ
る
形
の
政
策

に
結
び
付
け
た
い
。

町政を問う「一般質問」とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政
全般について疑問点をただし、報告や説明を求めること



議
員
と
語
ろ
う
会

決
算
・
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
動

か
わ
ら
く
バ
ス

問問問

問問問

問問問

問問問

問問問問

氾濫の危険があった
金辺川

保
険
健
康
課
長
　

　
福
祉
計
画
で
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援

やました　　たけし

山下　剛　議員
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町政を問う

　
　
当
町
の
出
生
数
は
。

　
■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
令
和
５
年
度
48
人

　
　
人
口
１
万
人
と
い
う
数
字
は

　
　
町
に
と
っ
て
重
要
、
対
策
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
困
難
だ

が
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ス
一
歳
の
子
ど
も
た

　
　
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
考

え
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

防
災
・
減
災
は

　
　
避
難
場
所
の
確
保
は
十
分
と

　
　
考
え
る
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
十
分
対
応
可
能
と
考
え
る
。

　
　
香
春
地
区
は
避
難
が
困
難
な

　
　
地
域
と
考
え
る
が
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
香
春
地
区
は
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
の
み
が
指
定
避
難
所
で
あ
る
が
、

金
辺
川
が
氾
濫
す
れ
ば
足
り
な
い
。

　
　
民
間
の
ホ
テ
ル
な
ど
と
協
定

　
　
を
結
べ
な
い
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　 

協
定
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
防
災
公
園
を
設
置
し
て
は
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

　
　
減
災
の
取
り
組
み
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
砂
防
ダ
ム
な
ど
、
必
要
な
箇
所

は
減
災
に
向
け
対
策
し
て
い
る
。

　
　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
取
り

　
　
組
み
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
避
難
支
援
と
し
て
要
支
援
配
慮

者
へ
の
電
話
連
絡
な
ど
命
を
守
る

こ
と
が
第
一
前
提
で
、
迅
速
な
対

応
を
し
て
い
る
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
令
和
４
年
３
月
に
更
新
し
、
次

は
令
和
16
年
以
降
に
更
新
を
行
う

予
定
。
大
き
な
変
更
が
あ
れ
ば
、

そ
の
前
の
更
新
も
考
え
て
い
く
。

　
　
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
を

　
　
開
催
し
て
み
て
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
新
規
の
企
画
は
検
討
す
る
。

　
　
自
主
防
災
組
織
で
隣
組
未
加

　
　
入
者
の
対
応
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
避
難
体
制
は
未
加
入
者
も
含
め

考
え
て
い
く
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

 
の
助
成
は

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
へ
の
支
援
の
在
り
方
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
保
険
を

町
費
で
負
担
。
ふ
れ
あ
い
か
わ
ら

版
で
各
団
体
の
活
動
を
紹
介
。

　
　
香
春
町
地
域
活
性
化
補
助
金

　
　
の
交
付
状
況
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
予
算
に
近
い
形
で
、
募
集
を
受

け
て
い
る
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
絡

　
　
協
議
会
に
対
し
助
成
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
活
動
に
係
る
実
費
程
度
で
も
助

成
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

 

空
調
の
温
度
管
理
は

　
　
公
共
施
設
に
お
け
る
空
調
設

　
　
備
と
管
理
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
の
観
点
か

ら
操
作
パ
ネ
ル
に
「
26
度
設
定
で

お
願
い
し
ま
す
」
と
貼
り
紙
を
し

て
い
た
。
今
後
は
状
況
に
応
じ
、

設
定
温
度
を
変
え
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ス
一
歳
か
ら
の
子
育
て
支
援
は
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問

有
用
微
生
物
Ｅ
Ｍ
菌
を
農
業
振
興
に

副
町
長

　
啓
発
し
利
用
促
進
に
努
め
る

まつ　だ　　　み　ほ

松田　美穂　議員

無煙炭化器で
環境保全を

議
員
と
語
ろ
う
会

決
算
・
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
動

か
わ
ら
く
バ
ス

　
　
有
用
微
生
物
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
菌

　
　
を
ま
く
こ
と
で
放
射
能
が
減

っ
た
と
い
う
。
Ｅ
Ｍ
菌
と
は
農
地

や
水
環
境
の
改
善
に
威
力
を
発
揮

す
る
光
合
成
細
菌
や
発
酵
型
の
乳

酸
菌
、
酵
母
な
ど
善
玉
菌
の
集
合

体
で
あ
る
。
西
日
本
工
業
大
学
で

行
わ
れ
た
「
蘇
生
Ⅱ
」
と
い
う
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
感
想
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
国
の
機
関
の
後
ろ
盾
が
あ
り
、

微
生
物
に
よ
っ
て
浄
化
が
進
む
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
大
い
に
利
用

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
Ｅ
Ｍ
菌
、
塩
、
竹
炭
が
ご
み

　
　
を
資
源
に
転
換
さ
せ
る
役
目

を
担
う
、
こ
の
事
実
を
農
家
の
方

々
に
情
報
提
供
し
て
は
ど
う
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
一
つ
の
商
品
に
関
し
行
政
が
情

報
発
信
を
行
う
の
は
難
し
い
。
農

協
な
ど
の
方
が
行
う
こ
と
は
問
題

な
い
と
思
う
。

　
　
微
生
物
は
結
界
を
つ
く
る
。

　
　
塩
と
竹
炭
を
入
れ
た
Ｅ
Ｍ
菌

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、
そ
れ

を
畑
沿
い
に
ぶ
ら
下
げ
る
と
、
イ

ノ
シ
シ
、
猿
及
び
カ
ラ
ス
も
来
な

く
な
る
。
鳥
獣
被
害
に
遭
わ
な
く

な
る
が
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
結
界
は
本
当
で
あ
れ
ば
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
が
、
根
拠
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
。

　
　
無
煙
炭
化
器
を
使
っ
て
竹
炭

　
　
を
作
る
こ
と
で
、
植
物
や
地

球
環
境
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
住

む
人
も
元
気
に
な
る
。
こ
れ
を
実

験
的
に
や
っ
て
は
ど
う
か
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
無
煙
炭
化
器
の
活
用
は
産
業
振

興
課
で
検
討
中
。

　
　
無
煙
炭
化
器
を
使
っ
て
ま
ち

　
　
お
こ
し
を
行
っ
て
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
無
煙
炭
化
器
を
利
用
し
た
炭
の

作
製
や
再
利
用
は
、
実
現
す
れ
ば

非
常
に
す
ば
ら
し
く
、
地
球
に
優

し
い
取
り
組
み
に
な
る
か
と
思
う

の
で
検
討
し
て
い
く
。

  

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

 

存
続
を

　
　
冷
房
及
び
ト
イ
レ
の
設
置
が

　
　
急
務
だ
と
思
う
。
ス
ケ
ー
ト

パ
ー
ク
に
特
化
し
た
ま
ち
お
こ
し

を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
今
活
動
し
て
い
る
方
々
と
協
議

の
場
を
持
ち
た
い
。

 

子
育
て
支
援
は

　
　
滑
り
台
や
屋
内
ア
ス
レ
チ
ッ

　
　
ク
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
の

施
設
設
備
を
整
え
、
飲
食
可
能
な

充
実
し
た
施
設
と
し
て
、
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
そ
ん
な
場
所
に
で

き
な
い
か
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
旧
香
春
小
の
エ
リ
ア
内
で
整
備

を
予
定
し
て
い
る
民
間
保
育
所
、

子
育
て
支
援
施
設
、
公
園
機
能
を

有
し
た
緑
地
広
場
な
ど
、
施
設
相

互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
集
い
、
楽
し
み
、
笑
顔

で
い
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
を
目
指

し
た
い
。

 

防
災
対
策
は

　
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
現
実
味

　
　
を
帯
び
震
度
６
以
上
の
地
震

が
来
る
こ
と
を
想
定
し
、
最
低
で

も
１
週
間
分
の
備
蓄
は
あ
る
か
。

備
え
て
い
る
も
の
は
何
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
支
援
物
資
が
届
く
と
さ
れ
る
ま

で
の
３
日
間
を
想
定
し
、
５
０
０

人
が
３
日
間
過
ご
せ
る
量
を
備
蓄
。

お
か
ゆ
、
五
目
ご
飯
な
ど
の
ご
飯

物
や
菓
子
パ
ン
、
水
、
乳
児
用
ミ

ル
ク
を
備
蓄
し
て
い
る
。

町政を問う
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スケートパーク　香春から世界へ

一
般
社
団
法
人
カ
ワ
ラ
カ
ケ
ル
の
進
捗
は

ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
49
件
の
空
き
家
空
き
地
を
公
開

やまおか　　とおる

山岡　徹　議員
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町政を問う
　
　
成
約
件
数
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
売
買
で
３
件
、
賃
貸
で
２
件
、

成
約
し
て
い
る
。

　
　
人
口
は
８
月
末
で
１
万
４
人

　
　
だ
が
町
の
対
応
施
策
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
社
会
増
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

 

香
春
思
永
館
は

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
７
月
末
現
在
で
、
前
期
児
童
８

名
、
後
期
生
徒
15
名
の
合
計
23
名
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
的
な
居
場

　
　
所
が
い
る
と
思
う
が
、
設
置

に
対
す
る
国
県
の
補
助
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。
登

校
サ
ポ
ー
ト
教
室
で
は
、
地
域
学

校
共
同
活
動
と
し
て
補
助
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

 

高
齢
者
福
祉
は

　
　
当
町
の
高
齢
者
支
援
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
個
別
対
応
を
含
め
地
域
的
な
包

括
支
援
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
化
率
が
42
・
45
％
で
病

　
　
院
は
２
つ
し
か
な
い
。
医
師

と
の
広
域
的
連
携
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
田
川
医
師
会
と
田
川
の
市
町
村

で
医
療
の
連
携
を
話
し
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
関
係
の
支
援
予
算
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
敬
老
会
実
施
助
成
金
、
地
区
健

康
教
室
助
成
金
、
住
宅
改
造
補
助

金
な
ど
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算

で
、
約
６
億
４
千
万
円
を
活
用
し

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

 

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は

　
　
新
し
い
時
代
の
流
れ
と
し
て
、

　
　
屋
内
施
設
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
の
強
み
を
活
か
し
、
野
球
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
特

化
し
た
町
を
目
指
し
て
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
跡
地
利
活
用
計
画
な
ど
も
踏
ま

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
す
こ
と

か
ら
始
め
た
い
。

 

産
業
促
進
は

　
　
ク
ロ
ス
す
る
町
か
わ
ら
と
唱

　
　
っ
て
い
る
。
北
九
州
市
や
宮

若
市
は
産
業
用
地
の
創
出
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
一
段
高

い
施
策
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
平
た
い
土
地
が
な
い
当
町
で
何

が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

■答　
鶴
我
町
長

　
首
長
会
議
な
ど
で
他
自
治
体
と

も
協
議
し
た
い
。
当
町
で
平
場
の

土
地
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か

は
か
な
り
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
ク
ロ
ス
し
て
通
り
抜
け
る
町

　
　
に
な
っ
て
ゆ
く
が
。

■答　
鶴
我
町
長

　
し
っ
か
り
情
報
交
換
と
情
報
収

集
を
行
い
進
め
て
い
き
た
い
。



問
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問問 問

問問 問

問問問

有
機
農
業
分
野
に
協
力
隊
の
活
用
を

町
　
長

　
調
整
を
図
り
答
え
を
出
す

かわ　の　　　ふじのり

川野　藤則　議員減農薬米収穫指導
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み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

 

ム
戦
略
は

　
　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

　
　
略
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し
た

地
元
説
明
会
を
行
い
、
そ
の
中
で

れ
ん
げ
米
を
推
進
し
た
有
機
の
取

組
、
所
得
向
上
の
話
も
行
う
。
ま

た
、
環
境
整
備
の
話
を
聞
き
、
協

力
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
は
、
農
道

や
水
路
の
整
備
等
を
行
う
よ
う
な

形
で
調
整
を
し
た
い
。

　
　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

　
　
言
を
町
と
し
て
宣
言
し
て
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
農
業
者
の
理
解
度
を
上
げ
た
う

え
で
、
機
運
が
高
ま
っ
て
か
ら
の

宣
言
を
考
え
て
い
る
。

　
　
有
機
栽
培
を
後
押
し
す
る
肥

　
　
料
・
資
材
製
造
・
頒
布
施
設

の
整
備
を
進
め
る
必
要
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
今
後
、
有
機
栽
培
の
生
産
者
の

機
運
が
高
ま
れ
ば
、
施
設
整
備
も

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
有
機
農
業
分
野
に
地
域
お
こ

　
　
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
新
た
に
有
機
農
業
分
野
に
特
化

し
た
形
で
の
任
務
は
、
一
つ
の
案

と
は
思
う
が
、
内
部
で
し
っ
か
り

調
整
を
図
り
な
が
ら
答
え
を
出
し

て
い
き
た
い
。

 

林
業
振
興
は

　
　
た
け
の
こ
生
産
の
継
続
に
向

　
　
け
て
の
取
り
組
み
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
荒
廃
竹
林
整
備
事
業
を
創
設
し

て
竹
林
の
間
伐
等
の
整
備
に
補
助

金
を
用
意
。
令
和
６
年
度
か
ら
は

作
業
道
の
整
備
を
追
加
し
た
。

　
　
た
け
の
こ
の
掘
り
手
確
保
の

　
　
具
体
策
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
今
後
、
検
討
す
る
。

　
　
た
け
の
こ
以
外
の
林
業
振
興

　
　
の
取
り
組
み
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
福
岡
県
の
森
林
環
境
税
を
利
用

し
て
、
荒
廃
森
林
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

　
　
林
業
及
び
森
林
資
源
・
環
境

　
　
の
大
切
さ
の
教
育
・
啓
蒙
の

取
り
組
み
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
毎
年
１
回
、
広
報
紙
で
森　

も
　

林　
り
　

づ

く
り
活
動
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
が
、
今
後
、
検
討
す
る
。

 

太
陽
光
発
電
は

　
　
町
内
の
太
陽
光
発
電
所
と
蓄

　
　
電
所
の
設
置
状
況
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長

　
太
陽
光
発
電
所
の
状
況
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。
蓄
電
池
設
備
は

魚
町
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
所
有
地
に
あ
る
。

　
　
発
電
所
や
蓄
電
所
に
対
す
る

　
　
防
災
上
の
対
応
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
火
災
の
際
の
放
水
時
に
感
電
等

の
危
険
が
あ
る
た
め
、
消
防
団
員

が
二
次
災
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
令

和
元
年
に
一
度
団
員
を
対
象
に
研

修
会
を
行
っ
て
い
る
。
危
険
な
中

で
の
活
動
に
な
る
の
で
、
消
防
団

と
協
議
し
な
が
ら
再
度
の
研
修
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
　
こ
れ
ら
施
設
・
設
備
を
町
が

　
　
事
前
に
把
握
す
る
等
の
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
な

が
ら
、
条
例
化
が
必
要
で
あ
れ
ば

制
定
し
た
い
。

町政を問う
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９月12日（木）に違反ごみ等の対策
に悩む一本松区のごみ集積所２箇所の
視察を行いました。新たにフェンスを
設置し対策を進めている箇所と冷蔵庫
などの違反ごみや生ごみの散乱などに
苦慮している箇所を確認しました。
（関連記事はＰ９）

ごみ集積所の現状は
総務文教常任委員会町内視察

９月12日（木）に上清団地改良住宅
新築工事の視察を行いました。建築主
体工事、機械設備工事及び電気設備工
事が完了し、外構工事を行っているこ
とや12月には入居できる見通しである
ことの説明を受け、住宅内部の確認を
しました。

入居に向けて
厚生建設産業常任委員会町内視察

一本松区のごみ集積所

内部を見学
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町村議会広報研修会が９月25日（水）に
東京都港区のニッショーホールで開催さ
れました。
住民にわかりやすく伝えるためには、広
報紙を読んだ人が魅力を語りたくなるよ
うな企画やタイトルの設定及びデザイン
が必要であることを３つの講演を通して
学びました。今後の議会だより作成に役
立てていきたいと思います。

議会広報研修会に参加

請 願 書

（内容）少人数学習によるきめ細かい指導など、学力向上対策の更なる充実を図るため、町費負担
　　　　教職員の配置継続と増員を要望。また、児童生徒に正しい人権意識を身につけさせるとと
　　　　もに、学力・進路を保障していくため、国や県に対する教員の定数要望の支援を求める要望。

請願第１号　香春町における学校教育条件整備に関する請願

【全員賛成で採択】

意 見 書

（趣旨説明）香春思永館に通う一人ひとりの子どもたちに行き届いた教育が行えるよう、教職員の
　　　　　　配置など教育条件整備を進めることを求める意見書。
（提 出 先）文部科学大臣、福岡県知事、福岡県教育委員会教育長

発委第１号　教育条件整備に関する意見書の提出について

【全員賛成で可決】

（趣旨説明）香春町に対し、町費負担教職員の増員と国や県への定数要望への支援を求める決議。
（提 出 先）香春町長

発委第２号　教育条件整備に関する決議について

【全員賛成で可決】

研修報告

小松議長及び議会広報常任委員会委員７名が、
９月26日（木）に衆議院第一議員会館で、
武田衆議院議員への要望活動を行いました。
　要望内容
・スケートパークの整備
　（※地域住民の意向を聞きながら検討）
・小規模農業者に対する農業用機械の購入　
　支援
・有害鳥獣対策の強化

武田良太　衆議院議員へ要望

要望活動
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つながる　ひろがる　ささえあう輝くまちへの全員協議会つながる　ひろがる　ささえあう輝くまちへの全員協議会
日　付 議　　　題 内　　　容

４月24日 (水)
令和６年度の研修計画 年間研修計画を確認

第12回議員と語ろう会 日程調整や意見交換のテーマを協議

令和５年度議員評価の検証結果 議会活性化検討委員会から報告

第12回議員と語ろう会 テーマの決定と役割分担

第12回議員と語ろう会
議会活性化検討委員会から当日の配布資料

第12回議員と語ろう会

や進行の流れを報告し確認

第12回議員と語ろう会

全体の最終確認

５月28日 (火)

６月26日 (水)

７月18日 (木)

反省点や改善点の洗い出し、
アンケート結果の確認

田川郡町村議会議長会への要望事項の協議

第12回議員と語ろう会の意見を踏まえた
町への要望書（案）

要望書（案）を確認

８月22日 (木)

９月20日 (金)

日　付 議　　　題 内　　　容

４月30日 (火)

６月５日 (水)

７月３日 (水)

８月22日 (木)

９月10日 (火)

令和５年度議員評価結果の検証 評価する点や改善点のまとめ

第12回議員と語ろう会 意見交換のテーマを協議

香春町独自の表彰規程の制定に向けて 他市町村の条例を研究

第12回議員と語ろう会
周知方法、当日の配布資料及び進行の流れ
を協議

香春町独自の表彰規程の制定に向けて

第12回議員と語ろう会 当日の配布資料及び進行の流れを協議

当町条例を研究

第12回議員と語ろう会
町への要望書（案）の作成に向けて、重点
項目の精査

第12回議員と語ろう会
次回に向けての課題整理と町への要望書
（案）の作成

議会活性化検討委員会

子どもの医療費助成制度の拡充、学校給食の
無償化及び高齢者等へのエアコン購入設置
費用の助成に関する要望を行うことを確認



議
員
と
語
ろ
う
会

決
算
・
定
例
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

議
会
活
動

か
わ
ら
く
バ
ス

18
2024年10月

かわら町議会だより　No.101

役場でインタビュー

運 行 日 数
乗 車 人 数
乗 合 件 数
乗 合 率

１日あたりの乗車人数

４月実績
２１日

１０１０人
３１３件
３５％
４８人

２１日
１３５４人
４２８件
３６％
６４人

２０日
１３２４人
４６８件
３９％
６６人

５月実績 ６月実績
運行実績
登録者数（累計）

４月末
６８４人 ７１３人 ７６３人

５月末 ６月末

２２日
１６０９人
６６８件
４５％
７３人

７月実績

７９７人
７月末

１６日
１１８７人
４９３件
４４％
７４人

８月実績

８２５人
８月末

１９日
１４６１人
６５３件
４８％
７７人

９月実績

８４８人
９月末

登録者数
現在の利用実績は？

かわらくバス
10月９日（水）に香春町役場と川食すずかけ店で、
かわらくバスの運行に関するインタビューを実施しました。
今号ではインタビューの実施内容を報告します。
ご協力いただいた14名のみなさん、ありがとうございました。

運行開始から半年

ウェブ予約は使っているのかな？
　運行の満足度を聞いてみたい
　　利用者が感じる課題はなんだろうか？

▶インタビュー内容を
　決めて、いざ開始

ズバリ聞く

インタビュー内容を協議
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今回のインタビューでは、かわらくバスを利用したことがある方10名、利用したことが
ない方４名に対しインタビューすることができました。利用したことがある方の多くか
らは、大変満足していただいているお話しを聞くことができましたが、改善を望まれる
点のお話も聞きました。
次号ではインタビューの結果をまとめて報告を行いますので、次号もご覧ください。

川食すずかけ店でインタビュー
主な目的地は？

かわらくバスの満足度は？
かわらくバスの利用状況は？

次号に向けて

ウェブ予約は

利用していますか？　
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次は12月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！次は12月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！
第４回定例議会　12月10日㈫～13日㈮ 開催予定第４回定例議会　12月10日㈫～13日㈮ 開催予定

本会議を傍聴していただきありがとうございます。
紙面の関係上、要旨のみの掲載となりますが、皆様からいただきました
意見や感想を紹介します。

本会議を傍聴していただきありがとうございます。
紙面の関係上、要旨のみの掲載となりますが、皆様からいただきました
意見や感想を紹介します。

10代 ０人
20代 ０人
30代 ０人
40代 １人
50代 ５人
60代 １人
70代 ２人

80代以上 ３人
合　計 12人

町議会や町政に関心がある ９件
関心がある議案が提出されている ６件
議員の質問内容に関心がある ７件
議員の応援のため ５件
知人、友人等に誘われた １件
その他

３件

初めて ４人
２～４回目 １人
５回目以上 ７人

合　計 12人

傍聴者の傍聴者の 声９月定例

●年齢は？ ●傍聴理由は？（複数回答可）●傍聴回数は？

傍聴者アンケート

皆様からいただきましたアンケートは、全員協議会で情報共有し、
今後の改善の参考とさせていただきます。
引き続き傍聴に参加した皆様へアンケートを行いますので、ご協力
をお願いします。

限界集落の危機にある香春町をどうやって維持し、回復させ、発展させていくか、
人口を増やしていくにはどうすれば効果があるかを議論してほしい。
香春町に住んで良かったと思える施策を議員からもっと提案してほしい。

議会においても人口減少は、産業活動の縮小、社会保障費の増加、空き家の増加
など様々な分野に影響があると認識しています。議会として課題解決に向けて、
しっかり取り組んでまいります。

議員さんの質問がまとまっておらず、分かりづらいと感じました。
これでは回答する人は困ると思います。

より政策議論を深めるためにも、論点を明確にした質問を行えるよう、
議会としては、質問の精度の向上に努力して参りたいと考えております。

町民の高齢化は大変な課題ですね。私たちもみんなでサポートしていく様に
心がけなくてはと思いました。

心強い意見ありがとうございます。議会としましても、地域住民、行政、議会、
関係機関など地域ぐるみで支え合う社会づくりに努めていきます。

・役場に来たらロビーでやっていたから
・町政の進捗状況や職員のやる気の確認
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